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実際の水田でオタマジャクシに影響がある？
　それではこれらの農薬成分は、オタマジャクシが生
息する実際の水田(田面水)中ではどのくらいの濃度に
なるのでしょうか？　田面水中の濃度が半数致死量よ
り高くなるようだと、オタマジャクシへの影響が懸念さ

れます。そこで、研究所で開発された水田における農
薬動態予測モデル（PADDY）を用いて各有効成分の
田面水中濃度を推定しました。その結果、いずれの成
分でも推定最高濃度は各々の半数致死濃度を下回り
ました（図2）。つまり、定められている施用量ではニホ
ンアマガエルオタマジャクシの個体数に重大な影響
を与える可能性は低いと考えられました。
　今回行ったのは、最も基本的な毒性試験で、行動や
変態への影響などは調査していません。これらについ
ては今後の検討が必要と考えます。カエルの減少要
因としては、先ほども述べたようにほ場整備による生
息地の破壊や耕作放棄など農薬以外の要因も指摘さ
れており、カエルの保全を図るためには、これらの水
田及びその周辺の水辺環境の変化がカエルに与える
影響を総合的に評価する必要があります。

アマガエル幼生の水稲用農薬に対する感受性  ー水辺の生きものに対する農薬の影響を調べるー
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　農業環境技術研究所は、「インベントリー」をキーワードに

して、毎年研究会を開催しています。平成26年度は、「総合

的な農業環境影響評価手法の開発」をテーマに、2月26日

につくば国際会議場で開催し、試験研究機関、大学、民間企

業、一般市民など100名の参加を得ました。

　農業技術には、しばしば環境に対するトレードオフの関係

が生じることが知られています。たとえば、土壌の炭素貯留

をめざして水田の有機物投入を増やすとメタン発生量が増

加するなどです。そのため、もちいる農業技術が、どのような

便益や環境に及ぼす影響をもたらしているかを総合的かつ

客観的に評価する手法が求められています。

　農業環境影響評価手法を開発するには、多くの分野が参

加する必要があることから、研究会のプログラムは、基調講

演のほかに、Ⅰ部（行政施策における必要性）、Ⅱ部（環境対

策におけるトレードオフ－LCAによる評価－）、Ⅲ部（生物多

様性と経済評価）、Ⅳ部（エコバランス評価への取り組み）と

幅広い分野に及びました。時間の関係で参加者の皆様のご

意見を議論に十分に反映することができませんでしたが、

「農業環境影響評価」への関心や興味が予想以上に高いこ

とが感じられました。

　（農業環境インベントリーセンター　神山 和則）

第5回農業環境インベントリー研究会
農業環境影響評価手法の開発をめざして

第32回土・水研究会
農業分野における反応性窒素過剰問題と
フローの適正化への取り組み

　農業生産にとって重要な窒素肥料は、強力な温室効果ガ

スである一酸化二窒素の発生、地下水の硝酸性窒素汚染、

閉鎖性水域の富栄養化などの環境問題に深くかかわってい

ます。また、国内の水質汚濁・温暖化問題にとって重要な畜

産廃棄物中の窒素は、おもに輸入飼料（海外で施肥された

窒素）に由来し、その適切な循環利用が求められています。

　環境に影響をもたらしやすい窒素形態（アンモニア性窒

素、硝酸性窒素、一酸化二窒素など）は、反応性窒素と呼ば

れます。窒素肥料が窒素ガスから工業的に作られるようにな

って以来、反応性窒素は地球レベルで過剰となり、見過ごす

ことのできない問題となっています。

　そこで、農業環境技術研究所は、2月27日（金曜日）に標

記の研究会を開催し、窒素問題に関する国際的な動き、食

糧の輸出入や食糧生産・消費に伴う窒素の流れ、窒素負荷

に関する日本の農業の特徴・問題点・解決策などについて

の研究を紹介しました。研究会では、技術的な視点の議論

（肥料の効率的利用、環境中に出た反応性窒素の循環利用

や適正な配分など）とともに、食生活の選択（肉の消費）や食

品ロスなどが重要であるとの議論があり、反応性窒素問題

は私たちの生き方の問題でもあることを認識させられま

した。　

（物質循環研究領域長　阿部　薫）
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図2　数理モデルPADDYによる除草剤有効成分の田面水中濃度（推定）

休憩時間には、恒例となっている土壌・昆虫標本の展示
やポスターによる研究紹介を行いました

人為起源の反応性窒素がもたらす多様な環境影響
（林, 2014, 土水研究会資料より）


